
1.弱 冷車と通常の冷房車の比率を逆にされてはいかがでしょうか

<ご 回答>

車内の冷房について、弊社の冷房取扱基準では 「車内温度が 27度 になるように調節す

る (車内温度と外気温度との差は 3度 ～5度 が適切)」と定めており、弊社特急列車の一

般車両 4両 のうち 1両 に設定している弱冷房車では、これより2度 高めに調節していま

す。

車両の室温管理には細心の注意を払っているところですが、お客さまは多種多様な服

装でご乗車されるうえに体感温度にも差があることから、車内の温度については 「暑い」

「寒い」と両方のご意見を頂戴しており、ご要望の全てにお応えするのは難しいのが現

状です。また、弊社では時間帯や種別などにより同一線区においても、2両 組成から8両

組成の列車を運行しているほか、途中駅での連結や解放 (切り離し)が あるなど、多種

多様な運用形態をとっているため、現状においては弱冷房車の比率を拡大する予定はご

ざいません。

なお、冷房を入れる必要のない時期や夏期の早朝 ・深夜等については、空調機の扇風

機機能を使用しています。

今後もこまめな冷房の入切を行うなど、車内温度管理を励行し、お客さまが快適にご

乗車いただけるように努めてまいりますので、何卒ご理解の程よろしくお願いいたしま

す。

2.車 両の暖冷房効率に配慮するため、 ドア開閉エコタイムを導入してはいかがでしょう

か

<ご 回答>

弊社車両のドアは、すべて乗務員室から開閉操作を行うタイプであり、お客さまによ

る手動での開閉を可能とするための機構は、非常時に使用するものを除いて設けられて

おりません。またお客さまが ドアを開閉することは、思わぬ事故に繋がる恐れもあり、

現時点で導入の予定はございません。

一方、近年製造した通勤車両では下部のドアのみを開閉できる機構を新たに設けまし

た。これは 1両 に片側 3箇 所設置されているドアのうち、両端 2箇 所のドアを締め切る

ことができるもので、これにより車内の冷暖房効果を維持できることが期待されます。

3.駅 のホームの照明、昼間に節電タイムを設けてはいかがでしょうか

<ご 回答>

駅ホームの照明スイッチを入切する時間につきましては、特段の定めを設けておりま

せんが、季節や天候の状態等を考慮すると共に、お客さまが照度不足による不快感をお

持ちにならないよう配慮し、係員の判断で若干余裕を持って消灯 。点灯しております。

また、駅の構造上、昼間も照明を点灯しておく必要がある場所については、該当する


